
＜ 講 義 ＞ 
・児童生徒を取り巻く状況は複雑化している。新たな視点として、「ＬＧＢＴＱ」「ヤング

ケアラー」などがある。学校と関係機関が協力し、対応していく必要がある。 

・教育相談の基本姿勢としては「傾聴」「推察」「受容」「共感」が大事である。うなずき、

相づち、繰り返し、要約などでそれらの姿勢を相手に自然に示すことが信頼関係の構築

につながる。 

＜演 習＞ ホワイトボードを活用したケース会議【解決志向】 
「中学校女子生徒の不登校改善のために」 
【目  的】 

事例について検討し、理解を深めて支援策を考えたり、不安 
や焦りを抱える当事者をサポートしたりする。 

【ポイント】 
👉問題や原因が解消していなくても、新しい未来は作れる。 
👉これまでの原因追及の考え⇒これからのことに目を向ける。 
👉その人のもつ『リソース』（資源・資質）や『できていること』に注目する。 
 

・不登校にも様々な背景があることを忘れてはならないと学びました。まず 

は、相談したいと思ってもらえるような関係づくりをしていきたいです。 

・ケース会議の演習もたいへん勉強になりました。担任の先生と同じ目標に

向かって、考えていくことの大切さを感じました。 

・教育相談の基本姿勢について改めて大切さを実感しました。早速、次の教 

育相談で、傾聴、推察、受容、共感の姿勢で行いたいと思いました。 
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第 ２回 村 山 管 内 教 育 相 談 員 等 研 修 会      令和4年11月30日（水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の広場  ～算数・数学の授業の充実に向けた実践紹介～ 

東根市立神町中学校 第１学年            単元：１次方程式 

単元を通して、日常生活及び数学の事象から問題を見いだし、１次方程式を用いて解決する力を付ける

こと、そして、１次方程式の有用性を感じさせることをねらいとして授業を行いました。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神町中学校では、魔法陣の９マスのうち、どこに数をあてはめる（本時では左側下に３５、右側中央に 

４９、右側下に３６をあてはめている）と１次方程式の問題になるかということまで生徒に追究させたい 

と考えていました。さらに、魔法陣を他学年や他領域で活用することも検討しています。このような深い 

教材研究が土台となり、教科の本質に迫る授業ができます。 

 

 

令和４年度  育ちと学びをつなぐ 

幼児教育と小・中学校教育の連携・接続研修 №2 

Zoom開催 

2022年 

（月） 9 月 26 日 

講 演 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

幼児教育と小学校教育の接続 

遊びの中の学びから自覚的な学びへ 

 講 師： 國學院大學 人間開発学部  准教授 吉永安里 氏 

学びの連続性を円滑に接続していくことが大切だと感じ、

まずは今回のような小学校の先生との話合いの場が必要だと

思いました。最後の振り返りの時間に小学校の先生とお話す

ることができました。その時に、小学校で感じている“１年

生の見方”と“幼保等での５歳児の見方”が違うことがよく

分かりました。一緒にお話した先生は幼保側の見方を理解し

てくださっている先生でしたが、小学校側には１年生のでき

るレベルを下げてしまう考えをもっている先生もいるとのこ

とでした。せっかく幼保で“１番大きい組”という意識の中

で成長を促してきたとしても、１年生になって“１番小さい

学年”としてお手伝いされてしまい、自分でできることも援

助されてしまうということがあるようです。そのようなこと

では子供の育ちがもったいないと感じました。もっと幼保小

の関係性を近づけて、連携を密にできたらいいなと思いまし

た。（保育園 ５歳児担任） 

「子供が幼小継続して主体的に学ぶこ

と」が大切だと感じました。幼児期にお

ける、子供の「遊び」にはさまざまな学

びがあることや、それを継続して小学校

でも体験活動をしていくことが、子供の

成長にとって重要だと感じました。 

(小学校 ２学年担任) 

 

一人一人の個性が生きる指導が、今の

子供たちの将来にとって大変重要で、必

要だと感じ、幼稚園、保育所等で身につ

けた探究心や協働性等の資質•能力を踏

まえた指導を、スタートプログラムで行

うことが大切だと感じました。 

（小学校 教頭） 

 村山管内の幼稚園や認定こども園、保育所、小学校、特別支援学校の先生方、100 名以上に参加をいた

だきました。幼児期の遊びを通した総合的な学びでの子供の育ちを生かし、小学校で主体的に自己を発

揮しながら学びに向かうなど、小学校へ円滑に移行するためのポイントについて学ぶことができました。  

ポイント 課題設定 

下の表は、魔法陣というもので、縦、横、斜めに並ぶ３つの数の和はどれも等しくなります。神町中

学校では、「正負の数」「文字式」の単元で扱った後に、１次方程式の単元の終末の問題としました。 

＜正負の数＞           ＜文字式＞        ＜１次方程式（本時）＞ 

－４    a＋２ －４a－３      

３ －１    １     ４９ 

  ２    －a   ３５  ３６ 

 

魔法陣を前単元（正負の数、文字式）で解いた経験があったため、生徒は問題が提示されるとすぐ

に考え始めました。しかし、縦、横、斜めの３つの数が並んでおらず、和を求めることができないこ

とに気付き、そこで“問い”が生まれました。その後は、縦、横、斜めのどの列に着目し、既習事項

をどのように用いると解決できるかなど、見通しをもちながら考察しました。 

県教育センター教育相談課 荒川 昌枝 指導主事 「充実した教育相談を進めるために」 

村山教育事務所だより「E-NEWSむらやま」第２５１号（裏面） 


